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はじめに : アルツハイマー病 (AD)は脳での細胞外プラークと細胞内神経原線維変化の存在

によって特徴付けられます。42 残基のアミロイド β (Aβ)タンパク質の凝集はアル
ツハイマー病の発生において重要な役割を果たします。白澤と入江らは、Aβ42 の
凝集において、プロリン配座置換と固体 NMR による研究から、22 番目と 23 番
目のアミノ酸残基でターン構造を有する毒性の配座異性体と、25 番目と 26 番目
でターン構造を有する無毒の配座異性体があることを提唱してきました(文献 1-3)。
11A1 と名付けられた本抗体は、毒性 Aβ42, に対する抗体を開発するため、Aβ の
22 番目と 23 番目でのターン構造を模倣した E22P-Aβ10-35 を抗原として開発さ
れました。免疫組織化学的検討では、AD 患者の脳組織で、細胞外だけではなく細
胞内の Aβ も染色されます(文献 4)。11A1 抗体は、22 番目と 23 番目でターン構造
を有する Aβ の毒性オリゴマーを検出できると考えられます。 

 
免疫抗原 : E22P 置換 Amyloidβ (10-35) 部分合成ペプチド 
 
起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ 
  (X63 – Ag 8.653 × BALB/c マウス脾臓細胞) 
 
クローン名 : 11A1  サブクラス :  IgG1 
 
精製方法 : Protein A 精製 
 
包装形態 : 1 % BSA, 0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 (この時濃度は 50 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2～8°C 保存  5 年間安定 
安定性  溶解後 -20°C 保存  2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 0.5～1 μg/mL にて使用可能 
使用方法  ホルマリン固定、パラフィン包埋切片の場合、ギ酸処理*によって染色性が著し

く向上します。 
  *ギ酸処理方法：脱パラフィン後ギ酸に 5 分間浸漬した後、流水洗浄 
 : ウエスタン・ブロッティング 0.5～1 μg/mL にて使用可能  
  (但し非還元条件化での SDS-PAGE) 
 : 免疫沈降法にて使用可能 
 
特異性 : ネイティブのヒト Aβ40 および Aβ42 に反応します 
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